
一
月
六
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
前
広
場
に
お
い
て
、
小
野

町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
今
年
一
年
の
無
火

災
を
祈
願
し
て
、
火
伏
の
餅
つ
き
を

行
い
、
無
火
災
祈
願
の
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
春
山
統
監（
町
長
）及
び

亀
田
団
長
が
、
予
防
消
防
の
徹
底
に

努
め
る
よ
う
年
頭
の
訓
示
を
述
べ
、

十
五
年
以
上
活
躍
さ
れ
た
元
団
員
に

対
し
、
消
防
庁
長
官
か
ら
の
銀
杯
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十

六
年
中
に
管
轄
区
域
内
で
火
災
の
無

か
っ
た
第
二
分
団
、
第
六
分
団
、
第

七
分
団
に
対
し
、
無
火
災
表
彰
が
行

わ
れ
、
防
火
の
決
意
も
新
た
に
引
き

し
ま
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

厳
寒
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
の

な
い
町
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

銀
杯
（
消
防
庁
長
官
退
職
第
二
号
報

償
）
受
賞
者
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

元
分
団
長
　
宗
像
　
幸
一

元
副
分
団
長
　
藤
井
　
利
貞

元
副
分
団
長
　
吉
田
　
正
広

元
副
分
団
長
　
春
山
　
益
雄

元
　
班
　
長
　
矢
吹
　
孝
次

元
　
班
　
長
　
遠
藤
　
右
近

元
　
班
　
長
　
矢
内
　
一
也

元
　
班
　
長
　
鈴
木
　
信
光

元
　
班
　
長
　
根
本
　
公
平

元
　
班
　
長
　
渡
辺
　
久
治

元
　
班
　
長
　
矢
吹
　
朝
治

一
月
一
日
付
で
草
野
紀
氏
（
小
野

新
町
・
再
任
）、
田
一
男
氏（
飯
豊
・

新
任
）
に
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
一
月

十
三
日
町
長
室
に
お
い
て
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
推
薦
し
、
法
務
大

臣
か
ら
任
期
三
年
で
委
嘱
さ
れ
、
今

後
役
場
の
特
設
人
権
相
談
所
や
自
宅

で
、
家
庭
内
の
問
題
や
人
権
問
題
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
回
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
草
野

氏
は
、
平
成
十
四
年
一
月
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
お
り
、
今
回
が
二
期
目
と
な
り

ま
す
。

田
氏
は
昨
年
十
二
月
に
辞

任
さ
れ
た
吉
田
重
良
氏
の
後
任
と
し

て
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
退
任
さ
れ
た
吉
田
重
良
氏
は
、

多
年
に
わ
た
り
町
の
人
権
擁
護
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
お
二
人
を
含
め
、
林
忠
雄

氏
（
小
野
赤
沼
）、

吉
田
瀧
江
氏
（
夏

井
）
計
四
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
お

り
ま
す
の
で
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
所
の
開
設

日
は
チ
ラ
シ
、
広

報
無
線
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

一
月
七
日
、
小
野
海
洋
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
交
通
安
全
祈
願
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
、
三
町
（
小
野
・

滝
根
・
大
越
）
の
交
通
関
係
者
約

八
十
名
が
出
席
し
、
今
年
一
年
の

管
内
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
し
ま

し
た
。

冬
期
間
は
、
道
路
が
凍
結
す
る

な
ど
大
変
危
険
で
す
。
み
な
さ
ん

一
人
一
人
の
心
が
け
に
よ
り
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

退職団員を代表して宗像幸一さん


